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口腔 外科 領域 に お け るT-1220の 臨床 効果

志村介三 ・大音篤孝 ・高江州尚

平松千明 ・山口隆志 ・木原 力

神奈川歯科大学口腔外科学教室

最 近,富 山 化 学 工 業 株 式 会 社 に よ り開 発 さ れ た ア ン ピ

シ リ ン誘 導 体 の1つ で あ るT-1220は グ ラ ム陽 性 菌 な ら

び に グ ラ ム 陰 性 菌 に 対 し抗 菌 性 を 示 す 広 範 囲 抗 生 物 質

で,各 種 細 菌 に よ る実 験 的 動 物 感 染 症 に 対 す る治 療 効 果

に お い て も,同 じ β-ラ クタ ム系 抗 生 物 質 で あ るCBPC

やSBPCよ りもす ぐれ,し か も高 い 安 全 性 を 示 した とい

う1)。

今 回,わ れ わ れ はT-1220を 口腔 外 科 領 域 に おけ る急

性 感 染 症 の 治 療 に 使 用 し,そ の 臨 床 効 果 を 検 討 し た の

で,そ の 成 績 の 概 要 を 報 告 す る。

I. T-1220に つ い て

T-1220は 半 合 成 ペ ニ シ リ ン系 抗 生 物 質 で あ って,ア

ミノ ベ ンジ ル ペ ニ シ リ ン の 誘 導 体 で あ る。 化 学 名 は

Sodium6-〔D (-) -a- (4-ethyl-2, 3-dioxo -1- piperazinecar-

boxamido) -α- phenylacetamido〕 penicillanateで あ り,

下 記 の構 造 式 を 有 す る。

本剤 は広い抗菌 スペ ク トルを有 し,そ の作用 は殺菌的

であ り,注 射 によ り速やか に高 い血 中濃 度が得 られ,体

内でほ とん ど不活化 される ことな く排 泄 され,毒 性 も弱

く,安 全 度の高いす ぐれた抗 生物質であ るといわれてい

る。

II. 対 象

対象は昭和51年5月 か ら昭和51年9月 に神奈川歯科大

学付属病院 口腔外科を受診 した31例 で,男18例,女13

例,年 齢域は最低16歳,最 高75歳 であった。

疾患別の うちわけは 急性顎骨炎19例,急 性 口底 炎3

例,ワ ンサ ンロ内炎1例 お よび 口腔外科手 術後感 染防止

例8例 で あった。

III. 投与法 および効果判定

投与方法 は原則 として,成 人1回1gを5%ブ ドウ糖

500mlま たは20mlに 溶解 し, 1日2回,点 滴(朝)と

One shot静 注(夕)を 行 なった。

効果 判定は歯科 口腔外科領域 におけ る抗生物質の効果

判定 基準2)に よる評点比判定 と,臨 床検査お よび主治医

の主 観的判定を参考 に して総合 的 に 行 な った。す なわ

ち,3日 後に主症状が ほ とん ど消失 した ものを著効,軽

減 した ものを有効 とし,5日 後に緩解 した ものをや や有

効,症 状が軽減 しないか,ま たは悪化 したものを無効 と

した。

IV. 臨 床 成 績

T-1220を 前記 の とお り投与 した全症例 の臨床成績は

Table 1に,疾 患別 の成績 はTable2に 示 す とお りであ

る。すなわ ち,急 性顎骨炎19例 で は 著 効1例,有 効13

例,や や有効3例,無 効2例,急 性 口底炎3例 では有効

1例,や や有効1例,無 効1例 で ワ ンサ ンロ内炎 の1例

にはやや有効で,こ れ らの急性 口腔感染症 の全有効率 は

86.9%で あ った。術後感 染防止例8例 では全例 とも有効

であ った。 なお,急 性 口底炎の症例20は 発症後約20日 間

種々 の治療 を受 け,症 状が きわめ て重篤 であ ったため,

1日4g投 与 を行な った。

副作用 は31例 中1例 も認め られ なか った。

V. 臨 床 検 査 成 績

本剤投与 前 と, 4～12日 間連続投与後 の臨床検査成績

はTable 3, 4に 示す とお りで ある。 これを各検 査項 目別

にあ らわす とFig.1～8と な る。

増 加 していた 白血球数 はほ とん どの症例で正常化 を示

し,赤 血球数,血 色素量,ヘ マ トク リッ ト値,全 血比重

お よび血漿比重 に異常 な変動はな く,赤 沈値 は正常化 を

示 した。

肝機能検査 では血 清総蛋白, A/G比,黄 疸指数 は正 常

値 内の変動 で,総 コ レス テロ-ル,コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ,ア ルカ リホス ファターゼ, GOT ,GPTも 異常がなか

った。

VI. 考 察

急性 口腔感 染症のほ とん どは歯 を原因 とした激 しい症

状 を呈 し,開 口障害,嚥 下痛 のために薬剤の服用が困難

であ った り,胃 腸障害 を伴 った経 口摂取困難を訴え るこ

とが多 く,ま た顎骨 は他臓器 に比 して抗生物質 の組織 内

濃 度が上昇 しに くいため,一 般に重症例では注射剤 が使

用 されてい る。
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Table 1 Clinical results of T-1220

Table 2 Therapeutical effect of T-1220
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Hb Ht WBC RBC

Table 3 Blood findings before and after T-1220 administration

Fig. 1 Fig. 2
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Table 4 Hepatic function before and after T-1220 administration

Fig. 3 Fig. 4
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TP A/G I.I. T-Choi.

Ch-Este. Al-P S-GOT S-GPT

T-1220は 低毒性,耐 薬性お よび良好な組織 内移行 を

有 して,安 全度 の高 い注射用抗生物質 とい わ れ る点 か

ら,今 回は上述 のよ うな症例 に対す る本剤 の臨床効果 に

つ いて検討 した。

そ の結果, T-1220の 成績は急性顎骨炎,急 性 口底炎,

ワンサ ンロ内炎な どの急性 口腔感染症 例 群 で は 著 効1

例,有 効14例,や や有効5例,無 効3例 で,有 効率86.9

%の す ぐれた効果を得,術 後感染防止例では全例 とも有

効 と認め られ,有 効率100%で あ った。そ して,こ れ ら

の急性 口腔 感染症 と術 後感染防止例をあわせた全投与例

では著効1例,有 効22例,や や有効5例,無 効3例 の有

効率90.3%で,ほ ぼ満足 すべ き成績 を得た。

従来,本 領域 における同様疾 患に対す る注射用抗生物

質の成績 をみる と, Tetracycline系 では佐藤3)と工藤4>が

94.5%お よび100%の 有効 率を, Cephalosporin系 では古

本 ら5)が88.8%,佐 々木 ら6)が92.8%,志 村 ら7)が90.0%

な どの成績 を報告 している。

また本剤 と同系 のLilacillinに つ い て は 中 山 ら8)が

83.3%の 有効例 を報告 してお り,こ れ らの成績 と比較 し

て も,本 剤はかな り効果が確実 といえ よ う。

副作用 も全投与例について1例 も認めず,ま た本剤投

与 前 と投与後 に行 なった一般血液,肝 機能 お よび尿検査

において も,本 剤投与 による と思われ る異常な変動を認

めなか った ことか ら,本 剤 は副作用 の少ない抗生物質 と

思 われた。

以上,本 剤の 口腔外科領域 におけ る臨床効 果について

検討 したが,本 剤は本領域 における急 性感 染症に対 して

効果 は比較的 確実であ り,副 作用 も少 ないす ぐれた薬剤

の1つ とな りうる との印象を得た。

む す び

われわ れは 口腔 外科領域 におけ る急性感染症 お よび術

後感染予 防,計31例 に ア ミノベ ンジルペニ シリン系 新抗

生物質T-1220を 使用 し,そ の臨床効果 の検討 を行な っ

た。

そ の結果

1. 急性顎骨炎19例 では著効1例,有 効13例,や や有

効3例,無 効2例 で有 効率は89.5%で あ った。

2. 急性 口底炎3例 では有 効1例,や や有効1例,無

効1例 で有効率66.7%で あ った。

3. ワ ンサ ンロ内炎1例 ではやや有効であ った。

4. 術後感染防止例8例 では全例 とも有効 と認め られ

た。

Fig. 5 Fig. 6

Fig. 7 Fig. 8
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5. 急 性 口腔 感染症 と術後感染 防止例 をあわせた全投

与例 では著効1例,有 効22例,や や 有 効5例,無 効3

例,有 効率90.3%で きわめ て良好 な成績 であ った。

6. 副 作用は1例 にも認め られ なか った。

7. 本剤 投与前 と投与後 に行 なった一般血液 ・肝機能

お よび尿検 査において本剤投与 に よる と思われる異常な

変動 はみ られなか った。

以上 の成 績か らT-1220は 口腔外科領域 におけ る急性

感染症,術 後感染防止例に対 して,き わ めて有 用な薬剤

の1つ とな り得 ると考え る。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH T-1220 

IN THE FIELD OF ORAL SURGERY 

KAIZO SHIMURA, ATSUTAKA OHTO, TAKASHI TAKAESU, 
CHIAKI HIRAMATSU, TAKASHI YAMAGUCHI and TUTOMU KIHARA 

Department of Oral Surgery, Kanagawa Dental College

A new ampicillin derivative T-1220 has been applied to the infectious diseases and 
the postoperative infection prophylaxis in the field of oral surgery, and the results were 
obtained as follows: 

1) T-1220 was administered principally intravenation for 2-12 days at a daily 
dose of 2-4 g to 22 cases of oral infection, 1 case of Vincent's stomatitis and 8 cases 
of postoperative infection prophylaxis. The results revealed excellent in 1 case, good 
in 14 cases, fair in 5 cases, poor in 3 cases in the former, and all cases good in the latter. 

2) No side effect was observed with T-1220. 
3) No abnormality was observed in blood finding and hepatic function after T-1220 

administration.


